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日�月�

全
校
朝
礼 

特
別
時
間
割
③

　 

教
育
実
習
（
～
　
日
ま
で
）

　
　 

分
授
業
（
～
６
／
　
）

　 

※
文
化
祭
準
備
機
関

火�

　
分
授
業

水�

　
分
授
業

木�

　
分
授
業
　

　 

和
泊
中
学
校
説
明
会
　
　

金�

水
曜
校
時
　
学
年
会
　
～

　
　 

分
授
業

土�

進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

日�

進
研
マ
ー
ク
（
３
普
）

 

　
英
検
　
日
商
簿
記

 

　
開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�

学
年
朝
礼
　
　
分
授
業

火�

　
分
授
業
①
②
③
④(

午
前)

　 

文
化
祭
準
備
　
安
全
点
検
日

水�

文
化
祭
（
あ
し
び
の
郷
）

木�

火
曜
校
時

金�

運
営
委
員
会

土�

土
曜
課
外
　
定
期
演
奏
会

日�

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ
　

　 

珠
算
・
電
卓
実
務
検
定

月�

学
科
朝
礼

　 

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

　 

沖
高
振
興
協
議
会

火�

１
・
２
年(

普)

実
力
考
査

　 

交
通
安
全
の
日

水�

職
員
会
議

木�

宅
習
時
間
調
査
（
　
日
ま
で
）

金�

中
高
連
絡
会

土�日�

簿
記
実
務
検
定

月�

修
学
旅
行
検
討
委
員
会

火�

生
徒
会
立
会
演
説
会(

７
限)

水�木�金�土�

進
研
記
述(

１
・
２
年
普)

日�

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定

　 

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�

●
期
末
考
査

企
業
訪
問
を
通
し
て
思
う

　
　
就
職
指
導
係
　
岩
切
　
真
美

-

　
私
達
空
手
道
部
は
、
４
月
に
新
入
生
５
名

を
迎
え
、
新
生
沖
高
空
手
道
部
と
し
て
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
る
。
目
標
は
九
州
大
会
出
場
。

こ
れ
は
６
月
３
・
４
日
に
行
わ
れ
る
県
総
体

の
成
績
で
き
ま
る
。

　
昨
年
は
組
手
と
形
の
部
で
、
九
州
大
会
に

出
場
し
た
。
過
去
に
も
伝
統
あ
る
我
が
部
は
、

先
輩
方
が
九
州
大
会
や
国
体
に
出
場
す
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
た
。
そ
ん
な
沖

高
空
手
道
部
は
、
顧
問
の
本
田
先
生
を
は
じ
め
、

保
護
者
、
先
生
方
、
卒
業
し
た
先
輩
方
、
特

に
島
の
連
盟
の
方
々
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
そ
の
恩
返
し
は
、

何
と
い
っ
て
も
九
州
大

会
へ
の
出
場
で
あ
る
。

３
年
生
は
最
後
の
大
会

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
後

は
、
１
・
２
年
生
に
託

す
時
が
や
っ
て
き
た
。

今
後
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
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２
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介
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５
月 

 

日
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
た
。
生
徒
総

会
は
生
徒
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
よ
り

よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に
生
徒
自
身
の
手
で
行

わ
れ
る
会
で
あ
る
。

 
 

そ
の
大
事
な
総
会
の
た
め
に
、
執
行
部
は
熟

考
し
た
。
ど
う
し
た
ら
生
徒
全
員
が
参
加
し
、

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
か
。
ど
う
し
た
ら
生

徒
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
自
身
の
こ
と
と
し
て

総
会
を
捉
え
、
意
味
あ
る
会
に
で
き
る
か
。

　
当
日
は
執
行
部
の
案
に
よ
り
、
話
し
合
い
の

形
態
を
工
夫
し
、
３
年
生
に
話
し
合
い
の
司
会
・

25

10

5.5

11

13
　
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
、
２
組
を
「
色
」
に
た

と
え
て
も
ら
っ
た
。
多
か
っ
た
の
は
、
オ
レ
ン

ジ
や
黄
色
と
い
っ
た
明
る
い
色
だ
っ
た
。
ク
ラ

ス
の
賑
や
か
な
感
じ
や
、
明
る
く
元
気
な
雰
囲

気
か
ら
こ
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
人
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
「
虹
色
」
だ
。

お
も
し
ろ
く
て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
や
物
静
か
に
本
を
読
ん
で
い
る
人
。

い
ろ
ん
な
個
性
が
集
ま
っ
て
い
る
２
組
に
は
ぴ

っ
た
り
だ
。

　
「
ク
ラ
ス
の
合
い
言

葉
は
？
」
と
い
う
質
問

に
は
、｢

笑
顔｣

「
パ
ワ

フ
ル｣｢

元
気｣｢

や
れ
ば

で
き
る
！｣｢

十
人
十
色｣

・
・
・
と
、
実
に
十
人

十
色
な
言
葉
が
集
ま
っ

た
。

　
明
る
く
て
笑
顔
の
絶

え
な
い
こ
の
ク
ラ
ス
で
、
こ
の
一
年
、

文
武
両
道
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
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「せりよさ」は沖永良部島の古名
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（
委
員
長 

南
山
浩
人
）

空
手
道
部
紹
介  (

部
長 

福
永
新
之
助)
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何
度
経
験
し
て
も
緊
張
す
る
の
が
、
企
業
訪

問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
高
校
側
が
企
業
か
ら

受
け
る
最
初
の
面
接
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
実
際
に
受
験
す
る
の
は
生
徒
自
身
だ
が

「
企
業
訪
問
を
行
う
職
員
の
第
一
印
象
で
決
ま

る
こ
と
も
多
い
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
企

業
訪
問
は
高
校
と
企
業
の
出
会
い
の
場
で
も
あ

る
の
だ
。

　
今
年
度
は
飛
行
機
欠
航
の
影
響
を
受
け
、
予

定
よ
り
１
社
少
な
い
９
社
を
来
訪
し
た
。
関
西

関
東
の
大
都
市
で
、
ひ
た
す
ら
住
所
と
電
話
番

号
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
頼
り
に
訪
問
す
る
。

不
慣
れ
な
土
地
で
の
行
動
に
ぐ
っ
た
り
と
な
る

こ
と
も
あ
る
。
で
も
そ
ん
な
時
は
、
生
徒
の
顔

を
思
い
出
し
、
皆
の
将
来
の
為
と
思
う
と
、
ま

た
不
思
議
と
頑
張
れ
る
。

　
今
回
私
が
重
点
を

お
い
た
の
は
、
ま
ず

訪
問
企
業
に
沖
永
良

部
島
そ
し
て
沖
高
を

知
っ
て
頂
く
こ
と
だ

っ
た
。
沖
永
良
部
を

沖
縄
県
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
方
も
多
く
、

私
は
沖
高
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん

沖
永
良
部
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
持
参
し
て
、
島
の
こ
と
を
紹
介

し
た
。
こ
れ
が
と
て
も
好
評
で
話
が
盛
り
上
が

り
、
沖
高
の
紹
介
に
良
い
雰
囲
気
で
繋
げ
ら
れ

た
。
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
を
知
っ
て
も
ら

う
工
夫
が
い
か
に
重
要
か
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
企
業
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
「
挨

拶
が
出
来
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高

く
、
自
ら
進
ん
で
行
動
で
き
、
体
調
管
理
の
出

来
る
人
」
を
求
め
て
い
る
。
誰
し
も
過
去
を
振

り
返
り
後
悔
す
る
が
、
大
事
な
の
は
、
今
こ
の

瞬
間
か
ら
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
努
力
を
重
ね
、

目
標
や
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文

句
や
言
い
訳
を
言
っ
て
も
始
ま
ら
な
い
。

　
伝
え
た
い
こ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
。
就
職
・
進
学
そ
し
て

学
年
を
問
わ
ず
、
進
路
室
を
是
非
訪
ね
て
欲
し

い
。
大
事
な
こ
と
は
、
今
も
昔
も
同
じ
。
前
を

向
い
て
進
も
う
。
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生
徒
た
ち
自
身
の
た
め
の
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月
行
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予
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５
月
　
日
（
火
）
、
い
じ
め
問
題
を
考
え
る

週
間
の
一
環
と
し
て
、
沖
永
良
部
警
察
署
生
活

安
全
係
の
方
二
人
を
講
師
に
迎
え
、
主
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用

の
大
切
さ
や
、
写
真
や
個

人
情
報
を
安
易
に
公
開
し

な
い
こ
と
な
ど
、
生
徒
に

と
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
多
い

時
間
と
な
っ
た
。
講
演
後

の
感
想
文
に
は
、
「
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
を
改
め
て
見

直
す
必
要
性
を
感
じ
た
」
「
ス
マ
ホ
の
利
用
時

間
を
し
っ
か
り
と
決
め
た
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
多
く
見
ら
れ
た
。
自
分
が
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
、
十
分
な
注
意
を
払

う
と
と
も
に
、
モ
ラ
ル
を
守
っ
た
利
用
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　
体
育
館
改
修
工
事
の
た
め
、
あ
し
び
の
郷
に

て
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
は
、
多
数
の
保
護

者
の
参
加
を
頂
き
、
貢
議
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
会

議
進
行
で
無
事
に
閉
会
し
た
。
会
で
は
昨
年
度

の
活
動
報
告
や
会
計
報
告
、
今
年
度
の
活
動
計

画
や
予
算
案
、
新
役
員
が
承
認
さ
れ
、
更
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
５
名
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
例
年
総
会
後
に

開
か
れ
る
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
場
所
の
都
合
で
１

学
年
の
み
の
実
施
と
な
っ
た
。
２
・
３
学
年
の

保
護
者
の
皆
様
に
は
ク

ラ
ス
や
子
ど
も
達
の
状

況
を
お
伝
え
す
る
機
会

が
持
て
な
か
っ
た
の
で
、

今
後
の
情
報
発
信
で
補

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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祝
　
吹
奏
楽
部
出
場
決
定

　
福
永
会
長
抱
負
を
語
る
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 (

５
月
　
日)
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備
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今
日
の
自
分
よ
り
　
明
日
の
自
分

　
勝
つ
！
勝
つ
！
　
　
絶
対
勝
つ
！
　

　
　
カ
ツ
丼
食
っ
て
勝
つ
！
　
赤
団
優
勝
！
オ
ー
ッ
！
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ネ
ッ
ト
利
用
を
見
直
そ
う
　

　
５
月
　
日
沖
永
良
消
防
署
の
ご
協
力
に
よ
り
、

地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
当
日
は
雨
天
の
た
め
初
期
対
応
訓
練
（
揺

れ
を
感
じ
た
ら
身
を
守
る
）
の
後
、
避
難
経

路
を
通
り
整
然
と
武
道
館
に
集
合
し
た
。

　
消
防
士
に
よ
る
防
災
講
話
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
話
を
通
し
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と

迅
速
・
適
切
な
避
難
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

地
震
発
生
時
は
信
号
機
の
滅
灯
、
路
面
損
壊
、

が
れ
き
等
の
散
乱
等
の
障
害
も
多
発
す
る
た
め
、

新
生
徒
会
役
員
紹
介 

 (

会
長 

福
永
新
之
助) 自

動
車
や
単
車
で
の
避
難
は
危
険
で
あ
る
。

徒
歩
に
よ
る
高
い
場
所
へ
の
避
難
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
震
発
生
は
予
測
で

き
な
い
。
本
島
で
も
３

月
に
Ｍ
　
の
地
震
が
発

生
し
た
。
想
定
を
過
信

せ
ず
安
全
且
つ
迅
速
に

避
難
す
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
防
災
意
識
の
向
上

に
努
め
、
緊
急
の
事
態

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
と
め
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
全
ク
ラ
ス

が
十
分
に
話
し
合
い
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
ク
ラ
ス
で
真
剣
な
議
論
が
な

さ
れ
、
良
い
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
い
く
つ

も
出
る
、
非
常
に
有
意
義
な
総
会
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
執

行
部
を
中
心
と
し
な

が
ら
も
、
生
徒
一
人

一
人
が
学
校
の
こ
と

を
考
え
、
生
徒
た
ち

自
身
が
つ
く
っ
て
い

く
総
会
な
ら
び
に
学

校
を
、
今
後
も
期
待

し
た
い
。
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8:40

～
大
事
な
こ
と
は
今
も
昔
も
同
じ
～

生
徒
総
会

避
難
訓
練

い
じ
め
問
題
を
考
え
る
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